
主題設定の理由

前橋市各教科等指導の努力点
・仲間とともに主体的に考え、学んだ成果を
実感・共有できる指導の充実
・体力向上を意図した取組の推進

運動の楽しさや喜びを味わい、主体的に運動に取り組む児童の育成
～ タグラグビーの授業づくりを通して ～

令和４年度 教科別研究指定校（体育科）
前橋市立時沢小学校

新学習指導要領の求めるもの
・主体的・対話的で深い学びの実現
・豊かなスポーツライフを実現するための
資質・能力の育成

本校の児童の実態
・休み時間は校庭で遊んでいる児童が多い。
複数人で遊ぶことを好む児童と、個で遊ぶことを好
む児童とさまざまである。
・体育の授業では、指示されたことに対してとても素直
に取り組むことができるが、やや主体性に欠けてお
り、協働的な学習を行う際には、できる・分かる児童
の声が大きく、その意見に流されてしまう児童もいる。

運動の楽しさや喜びを味わい、自信を持ち主体的に運動に取り組む児童の育成を目指
したい。

研究の概要

手だて１
系統的な指導の工夫
〇各学年の単元計画の作成
〇段階的な指導の工夫

手だて２
ICTの活用
〇ルールや作戦の動画作成
〇授業内でのタブレットの活用

・去年の学習で〇〇までできたから、今年
は△△をがんばろう。

・今日は◇◇をがんばろう。

・動画だと、○○作戦の動きが言葉や図だ
けより、イメージしやすいな。

・(撮影した動画を見て)前より、△△が
よくなってきているね。

手だて３
技能を習得する活動の工夫
〇単元の見通しの明確化
〇スタートブック・ワークブックの作成

・今日は○○をめあてにしてがんばろう。
・前回より、△△が◇◇できるようになっ
てきたな。

・６年間を通して系統的にタグラグビーに取り組むことで、運動の技能を効率よく身につけ
ることができる。

・学習の見通しをもつことで、個人やチームのめあてに向かって、主体的に運動に取り組も
うとする態度を養うことができる。

・運動に慣れ、できることが増えると運動が好きになり、より主体的に取り組むことができ
る。



手だて１ 系統的な指導の工夫

○単元計画の作成

裏

６年間を見通した各学年の単元計画の作成
１年生から段階的にタグやボールに触れることで、必要な技能
を無理なく身につけることができます。ルールや作戦なども学
年によってかえることで、発達段階にあった学習ができます。

タグラグビーはまだ新
しい種目で、体育を専
門としない教員にとっ
ては、「何をどのような
順番で学習していくの
かが、わかりにくく不
安」という声があった
ので、学習内容、評価
基準、ルールなどをわ
かりやすくまとめた各
学年ごとの単元計画
を作成しました！

手だて2 ICTの活用

○ルールや作戦の動画の作成

パス練習やドリルゲームの動画
教えたい内容だけに沿った動画な
ので、ピンポイントでやり方やポ
イントを示すことができます。

作戦の動画
児童がゲーム内で使いやすい作戦を動画にすることで、
児童が内容をイメージしやすく、自分たちのチームに
合った作戦を選ぶことができます。

○ＩＣＴの活用

タブレットPCの活用
タスクゲームでの様子や試合で作戦がどのように機能しているかなどを動画に撮ることで、客観的に自
分やチームのプレイを振り返ることができ、次の学習へ生かすことができます。また、友達のよいプ
レーにも気づくことができます。

言葉や図だけでは、わかりづらいもの
も、動画にすることで児童が内容を理
解しやすくなります。

またクラスルームにルールや作戦の
動画をアップすることで、必要な時に
必要な動画をすぐに見ることができま
す。



手だて３ 技能を習得する活動の工夫

発達段階・学習活動にあったスター
トブック・ワークブックの作成
学習の流れを冊子にまとめることで、
過去の学習を振り返ったり、これか
ら行う学習への見通しをもって活動
を行ったりできました。また、基本
的なルールやタスクゲーム、作戦な
ども載せることで、わからないとき
に振り返って確認することができま
した。

その他の活動

○単元の見通しの明確化

○朝活動の工夫(サーキット)

サーキット
朝活動の時間に奇数・偶数学年に別れて分散開催し、走る運動、投げる運動、跳ぶ運動など12種類の
種目を行います。

○用務技士さんの活躍
手作りの学習用品
用務技士さんが、サー
キットや授業で使う的
あて台やラダー、なわ
とび台など、さまざま
なものを手作りしてく
れました。

1冊にまとめることで、
ポイントの確認や振り
返りなどもしやすく、め
あての確認や振り返り
の時間の短縮になり、
結果的に運動量の確
保につながります。

ICT機器の活用研修
体育の授業の中でどの
場面でICT機器を使う
と効果的か、実際に
マットで実技をしなが
ら研修を行いました。

○教職員の研修



まとめ

◎成果

単元の見通しの明確化

各学年の単元計画の作成

手だて１ 系統的な指導の工夫

手だて３

技能を習得する活動の工夫

段階的な指導の工夫

ルールや作戦などの動画の作成

手だて２ ICTの活用

前年度までの学習内容を踏まえ、発達
段階にあった学習を行うことができた。
タグラグビーの指導を自信をもって行
うことができた。

動画にすることで、児童が言葉や図よ
りも作戦等を理解しやすかった。試合
で撮った動画を振り返りに使うことで、
互いに上達を認め合ったり、アドバイ
スをし合ったりすることができた。

ルールや作戦の紹介、授業の流れ、め
あてや振り返りの記入などを1冊にまと
めることで、児童も教員も見通しを
持って、学習を行うことができた。

◎課題
○運動量の確保と、伝え合い・話し合いの活動、ICTの活用などの両立が難
しかったので、今後も継続して取り組んでいきたい。

○タグラグビーでの授業スタイルは確立できたので、その他の領域で、本研
究を生かした継続的な取組を行っていきたい。

◎その他の活動の成果

朝のサーキットトレーニングで多様な運動を取り入れることで、児童は楽し
みながら走・跳・投の体力をバランスよく身に付けることができ、新体力テ
ストの結果の向上につながった。

用務技士さんが、朝のサーキットトレーニングや体育の授業などの活動の目
的に合ったものを手作りしてくれたので、使い勝手がとてもよかった。ハー
ドル収納台などのおかげで、体育倉庫もすっきり整理ができた。

タブレットの活用

スタートブック・ワークブックの作成


